
返却された模試や定例テストか

ら自分の弱点を洗い出し、次に生

かしていこう。進学先を調べ、新

聞や新書などから学びたい学問の

知識を蓄積しよう。 

受験勉強を意識しよう。まずは

授業を吸収すること、学習を定着

させるための時間を確保すること

から始めていこう。生活の中で捻

出できる時間を探そう。 

苦しい時期だが、模試を重ねる

ことによって徐々に問題を解くス

ピードや自分の特性、コツが身に

ついているはずだ。推薦・総合型

は落ち着いて本番へ。 

今後の予定（進路行事・テスト・模試関係） 

11/20（月）～24（金）第 3回定例テスト 

11/25（土）～26（日）３年全統プレテスト 

12/22（金）  ２学期終業式 

12/25（月）～28（木） １～３年冬期講習前期 

12/27（水）～28（木）３年進研パック模試 

1/4（木）～5（金） ３年駿台パック模試 

1/6（土）～7（日） ３年河合塾パック模試 

1/9（火）～12（金） １～３年冬季講習後期 

1/15（月）  ３学期始業式  

３年共テ自己採点 

1/15（月）～16（火） １・２年学力テスト 

1/20（土）  ３年出願検討会 

１年進研記述模試 

1/20（土）～21（日） ２年進研記述模試 

1/27（土）  １・２年希望者模試 

 一般的に学習の成果が結果に表れるのは３ヶ月後と言われている。今、伸び期が来ていると実感できてい

るならば、夏の努力が功を奏したということだろう。３ヶ月後の成果を期待し、今日の学習に取り組もう。 

 

 

 

 

 

10月 19 日、職業人として活躍する８名の講師を迎え、職業人講話を実施した。1学年生徒は興味関心

から希望する分野を選択し、自らの将来を考える指針を得られたようだ。ぜひともこれからの進路選択に

生かして欲しい。以下は感想の抜粋である。 
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うが 

精神障害を持った人たち

の支援をする職業が沢山

あることがよくわかったか

ら自分が今目指している

職業以外の選択肢も考え

てみようと思った。 

敵味方関係なく

人間はみんな助

けるという言葉に

納得した。 

一つの職業だけで生きていけ

る時代じゃない。プラス面を見

つけることが大切。問題を解決

するには他責思考をやめて自

分に原因があると考える。 

今回の講話で、自分がやっぱり

教師になりたいということが再

確認できた。また、『教えることは

学ぶこと』という言葉を聞き、先

生という職は学びを常に求めて

いるのだと思った。 

始めるよりも続けるのが大

変。どんな働き方が自分に

合っているのか。仕事におい

て何を優先するのか。 

県外の会社にばかり興味を持って

地元の企業にあまり目を向けられて

いなかった。今日の活動を通して地

元の企業にも海外進出も行っている

ことを知ることができてよかった。 

将来デザイン関係の仕事が

したいと考えていましたが、

樽澤さんが地域とアートを繋

げて活動されているのを知っ

て将来地域を活性化できる

ような活動を私もしてみたい

と思いました。 

最初はなんでも積極的にエ

ラーを起こして学んでいくこ

とが大事、東京でしかできな

いこともあるけど、地元でし

かできないことがある。 
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